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沖縄における乳牛の泌乳量について

松 田 祐 一*

YuichiMATSUDA: StudiesonmilkproductionbytheHolstein

eowsinOkinawa.

Ⅰ 緒 冒

乳牛の飼養頭数は,沖縄においても,漸次増加しつつあるが,沖縄は高温多湿の地で,しかも,気温

の較差が小さいので,耐暑性の弱いといわれる乳牛の飼育には,気候的に不利であることが考えられ

る｡戦後,日本本土においては,乳牛飼養頭数の急激な増加があったにかかわらず,沖縄においては,

飼養頭数が,僅かに800頭内外で,遅遇として増加しない一因は,気候的な制約によるものと考えら

れないこともない｡なお,乳牛は良質の牧草が栽培利用せられている諸国において飼育改良せられて

きたのであるが,沖縄では,牧草として僅かにネピアグラスが栽培せられているのみで,他の牧草の

栽培はほとんどみられず,したがって,乳牛に給与する粗飼料は,ススキ,チガヤ,ハイキビなどの

禾本科の野草が多く,冬季の製糖期には,甘庶梢頭部が,野草と共に利用せられている現状である｡

本調査の行なわれた琉球大学農場においても,耕地が狭く,僅かにネピアグラスが,小面積に栽培

されているに過ぎず,乳牛に必要とする粗飼料は,主として野草と甘庶梢頭部の利用に依存している

状況である｡

著者は,粗飼料を野草と甘庶梢頭部に依存している状況で,ホルスタイン種の泌乳量を調査しので;-

その結果を報告し,併せて乳量に影響をおよぼしたと考えられる 2,3の事項について考察したい｡

ⅠⅠ 調査牛および飼育法

本調査に用いた乳牛は,琉球大学農場で飼育したホルスタイン種 6頭で,いずれも血統登録牛であ

る｡乳牛1号は,1955年 7月生の農林省福島穣畜牧場産で,1955年 10月から本学農場で飼育し,

初産次と 2産次の乳量を調査 したが,196.0年春病死した｡2号は,1956年 4月生の鹿児島塵で,

1957年 2月から本学農場で飼育している｡_3号は,1954年12月生の鹿児島産で,1957年 2月か

ら本学農場で飼育している｡乳牛4号は,1号の仔,5号は,2号の仔,6号は,3号の仔で,いず

れも本学農場産である｡

･飼料の給与に当っては,所要養分量に不足をきたさないよう注意した｡粗飼料は,4月から 10月

までは;ネピアグラスと野草 (主としてススキ,チガヤ,-イキビなどの禾本科野草)を給与した｡

この時期は,草の成長が早いので,牛の噂好や革質の点からは不十分であっても,量的に大体不足

しないように与えた｡しかし,それでも青草の摂申量は良質の牧草を給与した場合に比べて少い｡ま

た 11.月から翌年の3月頃までは,草の成長おそく,.かつ硬化し特に台風後には,粗飼料の不足が深

刻になふたと.ともある｡.12月以後の製糖期に'なると,甘庶梢頭部を利用することができるので,粗飼
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料の不足は緩和せられた｡粗飼料の質的,畳的不足を補 うために,濃厚飼料は,乳量の1/3あるいは

それ以上給与するようにしたが,生理的な条件や経済的な点から乳牛の泌乳量に応 じた養分所要量を

満たすほどに濃厚飼料を多給することはできなかった｡すなわち搾乳期間中に牛がやせていることが

目立っていた｡

育成時にも放牧はできなかったので,約 200坪はどの運動場に出して運動させるように した｡成年

になってからも,同一運動場で,5-6時間運動をさせることに した｡

搾乳回数は,普通 1日3回とし,1日の泌乳量が 10kg以下になったら2回搾乳にした｡

ⅠⅠⅠ 成績ならびに考察

調査牛の産次別泌乳量は,第 1表のとお りである｡

第 1表 個体別塵次別泌乳塁

名 称 也

第1表に示されるように,305日間の平均乳量は,年令による補正をせずに,4148.5kgであった｡

3号の 2産次には,乳房炎o?ため,250日で搾乳を中止 したので,平均乳量の算出からは除外 した.

泌乳量についての考察 第 2産次の泌乳量は,初産次のそれに比べて増加するのが普通であるが,

本調査では 1号,2号共に減少 している｡すなわち 1号では 159kg,2号では 269kg,2産次の泌
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乳量がそれぞれ減 じている｡2号の3塵次の乳量は増加しているが,これも6才型に補正した場合は,

初産次の乳量よりも減少ということになる｡

適当な栄養が給与されていて,かつ次期分娩前 60日以上の乾乳期間をおく場合は,その間に泌乳

期間に消耗 した栄養を恢復し,次期泌乳に対する体力の蓄積がなされるものと考えられるが,本調査

の場合には,乾乳期が 60日以上あったけれども,この時期が,8月から1月までの野草の少い時期

で,粗飼料の不足を補 うために,濃厚飼料の多給に努めたのであるが,それでもなお,次期の分娩,

泌乳に対する体力の蓄積が十分になされず,そのため初産次に比べて2産次の泌乳量減少となったも

･のと考察せられる｡しかし4号は,2産次の乳量が増加しているが,これは初産次の乳量が非常に少

かったので,初産次泌乳中の体力の消耗が少く,乾乳期間に栄養の恢復もできて,2産次泌乳が順調

であったのではないかと考える｡

なお,泌乳期間中に,栄養のバランスがとれなかったと考えられる1因は,第1図および第2図の

泌乳曲線に示されるように,分娩後最高乳量に逮するまでの日数が短 く,また最高乳量に適した後の
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泌乳曲線が,此較的急な下降線をえがいていることから,乳牛の能力を,十分発揮せしめ得るほどの

飼料の給与が,なされなかったのではないかと考えられる｡もちろん,泌乳量は給与飼料によって影

響されるのみでな く,暑熱による影響も考えられるべきであるが,このことについては後に述べる｡

第3図に示される4号の泌乳曲線は,最高乳量に連するまでの日数が初産次,2産次ともに約 60日

で,その後の泌乳曲線も約 90日間は綬憤な下降線であるが,その後は急激に下降している｡これは

栄養と暑熱と両方の影響のように考えられる｡

1
日

の

,%

乳

首

加

は

仲
thb
d
0

あ -た

一- 一- 之産

′ I ′-■ 一- ■一一ヽ ､ー●ヽ .It

-●ヽ 胡 Ft

∫ ∫4月 8ヽ - -Iヽ ヽ
ヽ

a-.%即
F

伽a
日

L4LH601即 2LX)220抑 2b02か SO08
数

第 3図 乳牛4号泌乳曲線

泌乳と暑熱についての考轟 乳牛の泌乳適温は,概ね 10-15oCO)とされている｡ホルスタインは

気温 23oCが臨界で,気温が上昇するにつれて体温の増加がみられ,体温の顕著な上昇がみとめられ

るようになる臨界気温は,28oCであるといわれる2)6)0
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第 4図 泌 乳 曲 線

琉大農場で調査した室内温度と体温の関係は,第 2表のとお りになっている｡
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測定時は,毎日牛後2時-3時の間で1カ月を上,

中,下旬に分け,10日間の平均温度を示してあるが,

ヰ体温は,午後 2時よりも,夕方に高 くなるといわれ

るから,牛体温の最高は,この表に示される温度より

も高かったことも考えれる｡

2号,3号では,冬季の体温が 38.6oC前後である

が,気温が 27oC以上になると体温が 39oC以上に上

昇し,気温が 30oC以上になると体温も 40oCあるい

はそれ以上に上昇したことがみられる｡

気温の上昇につれて,乳量の減少が考えられる｡第

一1図の1号の泌乳曲線をみると,4月下旬頃から乳量

が減少し,7月上旬には急に下降している｡

第2図の2号では,初産次は6月中旬からから乳量

･の減少がみられ,2産次では5月から急激な下降をし

ているが,これは,暑熱の影響のみでな く,乳房炎の

影響が大きかったと考える｡第 3図の 4号および第

4図の5号においても,4月末あるいは5月上旬から

乳量の減少がみられる｡第4図の6号の場合は,7月

末の酷暑期に分娩 し,僅か 2週間で最高乳量に達した

がその後は,1日の乳量が 10kg乃至 15kgで,乳

量の下降は非常に緩慢であるが,これは泌乳初期に乳

量の上昇がなかったためで,この場合も,暑熱の影響

と考えられる｡

上述の結果から考察すると,沖縄では,4月末頃か

ら暑熱のために乳量の減少がみられ,7月の酷暑期に

もっとも影響が大きく,かつ暑熱の影響は,気温から

･みて 10月頃まで続 くものと考えられる｡

ⅠⅤ 摘 要

琉球大学農場で飼育したホルスタイン穐 6頭につい

て,10泌乳期間に亘って,泌乳量を調査 し,併せて泌

乳量に影響を与えた 2,3の事頃について考察して｡

本調査期間中,粗飼料は,チガヤ,ススキ,ハイキ

ビなどの野草を主とし,夏季はネピアグラスを,冬季

第 2表 室温と乳牛の体温の関係

ほ甘庶梢頭部を併用したが,革質は良好とはいえず,給与量も,特に冬季は十分ではなかった｡濃厚

飼料は,乳量の1/3あるいはそれ以上与え,栄養のバランスをとるように努めた｡

本調査の結果は,つぎのとおりであった｡

1･ 泌乳期305日間の平均乳量は,4148.5kgであった｡

･2･塵次別泌乳量および泌乳曲線から考察して,粗飼料を野草に依存した場合は,野草は一般に良

質美味でないので喰下量が少 く,栄養の不足を生じ易 く,濃厚飼料を多給するように努めても,

乳量に見合 う栄養を充足 し,乳牛の能力を発揮させる七 とが困難であると思考せられた｡
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3. 沖縄では,4月下旬から気温の上昇に伴 う乳牛体温の上昇がみられるが,7,8月には,最高気

温 30oC以上,体温も 40oC以上に連することが多い｡その後気温,体温ともに下降するが,10ノ

月頃まで,体温の上昇がみられた｡

4.気温と体温の上昇によって,4月下旬から乳量の減少がみられ,7月の酷暑期には,乳量の減

少も著しくなる傾向がみられた｡
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Summary

StudieShavebeeneonduetedtoknow theamountofmilkproducedbyHolsteineowS

whichhavebeenraisedonthefarm oftheuniversityoftheRyukyus,andalsotoknowsome･

factorsatrectedthemilkproduction.SixHolsteincowswereusedforthestudies.

Onaccountoftheuniversityhasnoenough 1andtoproducethemeadow grass,wild

grassessuchasmiscanthus,imperatacylindricaandpanicum repenshavebeenfedchieay.

Inadditiontothewildgrass,napiergrassproducedintheuniversityfarm havebeen.

usedinsummerandsugarCanetopsinwinter.
●

Tofurnish●thenutrientrequlrementinadequateamount,theeoneentrateswereaddedto･

theroughage.

TheresultsWereaSfollows:

1. Averagemilkproductionin305daysoflactationperiodwas4148.5kg.

2.Aswildgrasseswereunpalatableandpoorquality,theCowsdidnottaketheproper･

amountandthenitcausedpoormilkproduction.

ConsideringtheyieldofthemilkandtheperSistencycurves0flactations,itcanbesafe:

tosaythat,asfarasthewildgrasshasbeenusedchie恥 astheroughageformilkproduc-

tion,itisdi氏culttodisplaythecow'smilkprodudtionability.
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3. In Okinawa, the ascent of the body temperature of Holstein cows begins at the end

of April following the ascent of the air temperature and in July, the hottest season,

the body temperature of the cows reaches often 40°C or more w,N;hthe temperature

over 30°C.

With the ascent of the body temperature of the cows, the reduction of the milk yields

has taken place at the end of April and much reduction in July.


